２０１２年10月6日　インド大使館　バガヴァッド・ギーター
・読み：第６章３１～３９節

・勉強：第２章５０、６２、６３節
　９月の講話では、バガヴァッド・ギーターの中でも重要な２章の４８節について説明しました。
クリシュナは悟りの方法についていろいろ説明しますが、一般の人間にとってはバクティ・ヨーガもギャーナ・ヨーガも簡単ではありません。
普通の人にとって長時間はもちろんのこと、たった３０分瞑想するのも容易ではありません。

ですからカルマ・ヨーガこそ、普通の人にとって現実的で、実践可能な道なのです。

働きながらどのように悟るかがカルマ・ヨーガであり、４８節はこれについて説明しています。

カルマを広い意味でとらえるならすべてはカルマであり、我々は一秒たりともカルマから離れることはできません。
見る、聴く、食べる、歩く、仕事をする、眠る、すべてはカルマであり、そのカルマを神とつながった状態で、別な言葉で言えば神と合一した状態で遂行する、これが４８節の「ヨーガスタハ　クル　カルマーニ」の意味です。
しかし実際にカルマ・ヨーガを実践しようとすると、様々な障害があるのがわかります。

執着、欲望、感情、過敏な心、成功、失敗、天候、自然災害など、沢山の障害があります。
心が敏感なのは必要なことですが、超過敏(ハイパー・センシティヴ)だと落ち着きません。
前にも言ったように、我々の心は他人にコントロールされています。

賞賛されれば喜び、批判されると落ち込む、まるで文楽の人形のように他人に操られています。

神とつながった状態が長く続かないのには、内側、外側二つの原因があります。
内側の原因は、我々の心の問題です。

過去の過ちを思い出して後悔したり、未来のことを心配したりして心が落ち着きません。

道を歩いてレストランが目に入ると、そこの料理を食べてみたいと思います。

他人の着ている服を見て「いいなあ」と思うのは、実はその服に対する欲望があるのです。
心に欲望がなければ、対象に対する興味は起こりません。
欲望によって心が落ち着かなくなり、その結果神とつながっている状態が断ち切られます。
ジャパムをしながら道を歩いていても、視覚に入ったものによって突然神のことを忘れてしまいます。
これら内外両方の要因が、神とつながった状態の妨げとなります。

心が静かでなければ神とつながった状態は維持できないのですが、そのために必要なのが放棄です。
放棄というと皆さんはすぐものを放棄することを考えますが、本当に大切なのは執着の放棄です。

聖典に書かれている放棄を杓子定規に受け取ると、その実践は大変困難です。

皆さんには家庭も仕事もあり、それらをすべて捨てて森に隠棲するのは不可能です。

一般人にとっての放棄とは、欲望、執着の放棄です。

僧侶にとっての放棄とは、内外両方の放棄を意味しますが、皆さんに必要なのは内側の放棄です。

バガヴァッド・ギーターの教えを一般的なレベルで理解しても、深い理解とはなりません。

どうか皆さん個人個人のレベルで理解してください。

皆さんの執着の対象は、人それぞれ違います。ある人は服、別の人は食べ物、自動車だったりします。

自分自身の一番大きな執着の対象は何なのかを考えないと、放棄を本当に理解できません。

前にも話したホメオスタシス(生体恒常性)は、神様が我々の肉体のために準備してくれた機能です。
いっぽうで心を安定させることには、我々自身が取り組まなければなりません。

外の環境、例えば天候を我々はコントロールできません。

また仕事の場において、人間同士色々な対立があるのは避けられません。
外部はコントロールできませんが、内部＝心は我々がコントロールしなければなりません。
「外は渋谷、中はヒマラヤ」です。

海の表面は大きく波立っていても、海中の深いところは静かである、このイメージは有効です。
このようなイメージを活用して、上と下、中と外を分けることにより心をコントロールできます。
瞑想、歩いている時、仕事している時などにこれらのイメージは役立ちます。

Sthita　Samadhi(安定したサマーディ)

Unmana　Samadhi(心を外から中に引き戻す)

は前回説明しましたが、それ以外にもサマーディの分類には
Bhava Samadhi(神に集中して考えてサマーディにはいる)

Jada　Samadhi(無形の神＝ブラフマン集中してサマーディにはいる)

があり、また有名な

Savikalpa   Samadhi(有分別三昧)

Nirvikalpa  Samadhi(無分別三昧)

という区別もあります。

Savikalpa   Samadhiでは瞑想者は瞑想の対象に非常に近づきますが、合一はしません。

Nirvikalpa  Samadhiでは瞑想者、瞑想の対象、瞑想は一つになります。
またシュリ・ラーマクリシュナは蟻、鳥、猿、蛇、魚、五種類の動物の状態に譬えたサマーディについて福音の中で語っていますが、このように多様な形でのサマーディを一人の人間が体験するのは、きわめてまれなことです。
第２章５０節を見て下さい。
神にすべてを一任し、果報を考えずに仕事をする人は、現生(この世)において善悪の因果から解放されよう。故に、神に奉仕し、ヨーガに励むがよい。それこそが、あらゆる仕事をする際の秘訣なのだ。
「ヨーガハ　カルマス　カウシャラム(Yoga is the secret of work)」は頻繁に引用される有名な句で、「ヨーガはカルマの正しいやり方」という意味です。
「安定した心(知性)で善と悪両方とも放棄しヨーガを実践しなさい」と言うのは、絶えず善悪を考えることによって心が落ち着かなくなるからです。善悪両方を超越しなければなりません。

トリグナの中で、サットワは善、タマスとラジャスは悪の性質です。

いきなりサットワの状態には入れないので、まずはタマスからラジャス、次にラジャスからサットワを目指しますが、最後にはサットワも超越しなければなりません。
サットワにとどまっていると、自惚れ、天国に行きたいという欲望、不安が生じます。

タマス、ラジャスは鉄の鎖、サットワは金の鎖ですが、我々の求めるものは自由＝解脱であり、金の鎖も最終的には断ち切らねばなりません。これが「善と悪両方を放棄して」の意味です。

我々のカルマの結果には時によって善も悪も含まれていますが、それを放棄するためには「神にカルマの結果を捧げる」という考えが大切です。
そうしないと結果が良い時には有頂天になり、悪いと打ちひしがれますが、この時心は安定した状態ではありません。ですから結果がどちらであっても、神様にお供えしてください。

普通の人にとってカルマの目的はお金ですが、賢い人が求めるのは一時的でない永遠の喜びです。

普通の人は目前の結果を求めますが、賢い人は最終的な結果を考えます。

バガヴァッド・ギーターのなかに「感覚とその対象が触れ合う時、最初は甘露のように感じるが最終的には毒になるような快楽は、ラジャス的な快楽である」とありますが、これが普通の人が求める喜びです。サットワ的な喜びはこの正反対です。

賢い人の求めるサットワ的な喜びがカルマをしながら得られる方法、それがカルマ・ヨーガです。
あなたが求める喜びがラジャス的なのか、サットワ的なのかによってどのようにカルマを行うかが決まります。
瞑想以外にも、毎日機会を見つけて朝食の前後、仕事の前中後、帰宅後、夕食の前後、就寝前など機会を見つけて神とつながるよう努めなければなりません。
それもその時々の思いつきでするのではなく、前もって日課として決めておくのが理想です。

問題はこのような実践をしようとしても、欲望がそれを妨げることです。
バガヴァッド・ギーターの中には、欲望をコントロールできない時に、我々がどのようなプロセスで堕落していくかが詳細に説明されています。62，63節を見て下さい。

感覚の対象を見、また思うことで、人はそれに対する愛着心が芽生え、またその愛着心によって欲望がおこり、欲望が遂げられないと怒りが生じてくる。　62節
その怒りによって迷妄が生じ、迷妄によって記憶が混乱し、記憶の混乱によって知性が失われ、知性が失われると、人はまたもや低い物質次元へと堕ちてしまう。　63節
最初は欲望から始まって、最後には堕落します。
ここで堕落とは、人間として肉体を持って生きていても道徳的、霊的な生活をしておらず、動物と変わらない、という意味です。

欲望を砂漠のラクダに譬えた象徴的な物語があります。
砂漠に張ったテントの中に住んでいる人がいました。あるとても冷え込んだ夜、外から呼びかける声がありました。その声の主はラクダで、大変寒いので自分の喉の部分だけをテントの中に入れさせてほしい、と頼み込みました。住人は喉の部分だけなら大した場所も取らないのでいいだろうと考え、それを許しました。住人もテントの中で自分の仕事をしていましたが、しばらくして最初は喉だけだったラクダが、体の他の部分もテントの中に入れているのに気づきました。
住人はラクダに対して「私の場所がなくなる」と怒りましたが、ラクダは「だったらあなたのほうがテントの外に出て下さい」と答えました。

このように欲望というものは、最初に少しでも心の中に居場所を与えると、だんだん大きくなり我々の魂の場所がなくなります。これは年齢、国、宗教に関係ありません。
欲望が「感覚の対象を見る」ことから始まるのは、大変興味深いことです。

スワミ・ヴィヴェーカーナンダの言葉があります。

我々が外出すると大勢の人を見ますが、彼らが我々に与える印象の強さはまちまちです。

外で出会った全ての人が、我々に深い印象を与えるわけではありません。
その人を見た時点では気づいていなくても、ある人は他の人より強い印象を我々の潜在意識に対して与えており、帰宅してから突然、出会った多くの人達の中の特定の人の顔を思い出すことがあります。
思い出すと、その顔(男女関係なく)が自分にとって好ましく思え、また見たい、その人に会いたいと思います。最初は一回だけですが、もう一度見たいと思う時点で、愛着が生じています。
もう一度見たいということは、それを見ることが自分にとっての喜びだからです。

これは人に関してですが、物に関しても同じです。

車であればトヨタのハイブリッド、フェラーリ、その他何であれ見たいということは、それを見るのがその人にとって嬉しいからです。

愛着の対象を何回も思うと、それが欲しくなります。全て心のプロセスです。

愛着の対象を手に入れるために、人はいろいろな行動をとります。

恋愛では一人の女性を二人の男性で争ったりします。

ビジネスでは、同一の土地を複数の企業が買収しようとすることもあります。

これらの場合、必ずしも道徳的な方法で決着をつけられない時は問題です。

自分が愛着の対象を手に入れられないと、怒りが生じます。

怒りによって心は落ち着かなくなり、過去に自分が学んだ道徳的、霊的な教えをすべて忘れます。

何が正しく何が間違いかを忘れるので、非道徳的な手段を選んで堕落します。

バガヴァッド・ギーターには堕落へ至るプロセスが、最初は何、次は何というように大変実践的に分析されています。
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